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調査地案内図 
(「松阪市飯高町」：国土地理院発行地図より一部抜粋 縮尺1:25000) 

：調査地 



 

目  次 

 

巻頭付図：調査地案内図 

1. 調査概要 

2. スクリューウエイト貫入試験方法 

3. 調査結果について 

4. スクリューウエイト貫入試験結果 

5. 調査位置図 

6. 断面図 

7. 現場記録写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地 点 測点1 測点2 測点3 測点4 測点5

調査深度(m) 8.47 8.43 8.44 8.71 10.00

地盤高
(KBM±)

0.01 -0.04 -0.15 -0.11 -0.08

1. 調査概要 

調 査 名：三峰山登山口付近市有地地質調査業務委託 

調査場所：三重県松阪市飯高町月出 地内 

     ※前頁調査地案内図参照 

調 査 日：令和 4年 9月 6日 

調査内容：スクリューウエイト貫入試験 5 箇所 計 44.05m 

地点別試験深度・地盤高一覧表 

 

 

 

 

使用算式：砂質土 → 換算 N 値   N=2×Wsw+0.067×Nsw 

換算支持力度 qa=30×Wsw+0.6×Nsw(KN/㎡) 

粘性土 → 換算 N 値    N=0.003×Wsw+0.050×Nsw 

換算支持力度 qa=30×Wsw +0.6×Nsw(KN/㎡) 

 発 注 者：松阪市 飯高地域振興局 地域振興課 

       松阪市飯高町高町宮前 180 番地 TEL0598-46-7111 

 受 注 者：協和地研株式会社 

       松阪市郷津町 166-8 TEL0598-51-5061 

             担当者 時國 智之 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. スクリューウエイト貫入試験方法

本調査では、換算N値は15、許容支持力qaは120を上限とした



3. 調査結果について

今回の調査によると、調査地の地盤は盛土と崖錐堆積物から構成されていると判

断される。 

地表面より深度 0.50m～深度 1.25m までは、主に礫質土から成る盛土が覆ってい

る。この盛土は、換算 N 値 N=5～15 の締りを示している。 

盛土の下位には、砂質土・礫質土・粘性土が混在する崖錐堆積物による層が分布

している。この崖錐堆積物は、砂質土部分では概ね換算 N 値 N=10 未満の緩い締りを

示し、粘性土部分では静的荷重で自沈する軟弱な層を含めた換算 N 値 N=2～4 の硬軟

を示している。一方礫質土部分は、礫の密集具合により、換算 N 値 N=4～15 とばら

つきが見られた。 

 最深部では、いずれの地点も高い換算 N 値を示しており、測点 1～測点 4 では深度

8.25m～深度 8.50m、測点 5 では深度 9.50m で換算 N 値 N=15 を確認している。 



4. スクリューウエイト貫入試験結果

測点1



測点2



測点3



測点4



測点5



5. 調査位置図



6. 断面図



7. 現場記録写真
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